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委員         ５番 立花 宏保 

委員         ６番 木原 哲男 

委員         ７番 橋川 勝則 

委員          ８番 空田 忠 

会長職務代理者     ９番 原  恭博 

会長         １０番 中村 家隆 

 

４．欠席委員          

 

 ５．農地利用最適化推進委員 

              委員            稲垣 寿計 

              委員            世良 次生 

              委員            世良 正喜 

 ６．議事録署名委員（２人） 

委員           ３番 菅尾 寛治 

委員         ４番 井尻 隆雄 

７．農業委員会事務局職員 

    事務局長               中原 幸成 

課長補佐              諏訪本 壮太 

主査                内田 直人 

 

 

  



会議の概要 

議長 ただいまの出席委員は１０名です。熊野町農業委員会会議規則第６条の規定

による定足数に達していますので、ただ今から令和５年第６回熊野町農業委員

会を開会します。会議規則第１３条の議事録署名者２名について、こちらから

指名します。３番 菅尾委員、４番 井尻委員を指名します。 

それでは、議事日程に従って審議に入ります。事務局より、議案の朗読をさ

せます。 

事務局 （議事日程 朗読） 

議長 

 

日程第１、議案第１７号「令和４年度の目標及びその達成に向けた活動の 

点検・評価について」を議題とします。事務局から議案の説明をお願いします。 

事務局 議案第１７号「令和４年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価」

について概略をご説明させていただきます。 

本案件と、次の議案第１８号については、農業委員会等に関する法律第３７

条に則り、農業委員会の昨年度の活動の実績と今年度の計画を、毎年公表する

ことが定められているものでございます。 

それでは、昨年度の活動の点検・評価の概要について説明します。 

まず、５ページのⅠの「農業委員会の状況」は御覧のとおりとなっておりま

す。数値等は、昨年令和４年度の活動計画を作成したときと同数値となります。 

次のページをご覧ください。 

Ⅱ「最適化活動の実施状況」ですが、最適化活動の成果目標、（１）の農地

の集積については、現在熊野町には担い手が不在で、農地の集積が困難であり

ます。毎年、野菜づくり勉強会等を通して農業者に対し、農業の情報提供を行

っていますが、集積には繋がっていないのが現状となっております。次の（２）

遊休農地の発生防止・解消ですが、利用状況調査後の意向確認の結果、転用及

び今後耕作をしていくと回答のあった２件、0.23ｈａについて、解消実績とし

て計上しており、目標を達成することが出来ております。次に、（３）の新規

参入の促進ですが、令和４年度は新たに農地を取得し農業を開始されて方はい

ませんでした。最適化活動の活動目標については、推進委員が最適化活動を行

う日数目標や活動強化月間の設定については、当初の予定どおり活動をしてい

ただきました。次のページの、新規参入相談会への参加については、本町で農

業経営を行うメリットが少なく相談会に参加することは難しい状況であると



考えております。制度上、目標を設定する必要があるため実績としては未達成

となります。 

今年度から、推進委員等の点検・評価結果について評語の中から選択する必

要があるため、どうしても期待をやや下回る結果となってしまいますが、活動

計画は広島県や農業会議の確認を受けたものを策定するため、目標として最低

限この数値を掲げて下さいという指示があり、本町の実態と乖離した目標とな

っております。 

そうした中で、農業委員の皆様や推進委員の皆様には地域等での声掛けな

ど、現状の出来ることを十分にご対応して頂いていると思っておりますので、

こちらの評価結果については、あくまで県等としては、こういったことを目標

にしていると参考程度にして頂けたらと思います。町としては、評価の仕方を

含め、もう少し、町の実態に則した柔軟な評価をすることができないかと県に

も相談をしていきたいと思います。 

 最後に、１０ページの事務の実施状況ですが、１～３までは、農業委員会の

開催状況及び許可案件の処理状況となっております。 

 ４の違反転用については、利用状況調査の結果、申請がなく転用している４

名の方に是正通知を行い、うち１件については、後ほど追認という形にはなり

ますが、許可申請が提出されております。その他の案件につきましては、現在、

土地所有者等と今後の対応について協議をしております。以上が活動の点検・

評価の説明とさせていただきます。 

議長 ありがとうございました。当案件について、何か質問はありませんか。 

議場 (全員：質問なし) 

議長 質問がないようですので、お諮りします。 

議案第１７号「令和４年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価に

ついて」、ご異議はありませんか。 

議場 （全員：異議なし） 

議長 異議なしと認めます。 

よって、日程第１、議案第１７号「令和４年度の目標及びその達成に向けた

活動の点検・評価について」は原案どおり承認することに決定しました。 

続いて、日程第２、議案第１８号「令和５年度最適化活動の目標の設定等（案）

について」を議題とします。事務局から議案の説明をお願いします。 



事務局 議案第１８号「令和５年度最適化活動の目標の設定等(案)」についてご説明

させていただきます。 

 目標の設定については、、広島県就農支援課及び広島県農業会議からの指導

により作成をしております。 

それでは、まず、１２ページをご覧ください。 

Ⅰの「農業委員会の状況」は、記載のとおりとなっております。数値等は、

直近である農林業センサス２０２０の数値等をもとに作成したものとなって

おります。農業委員会の現在の体制につきましては、令和２年７月２０日から

の体制ということで、前年度と同様の記載となっております。次のページの「１

最適化活動の成果目標」について、（１）農地の集積については、令和５年２

月２０日の委員会で、審議頂きました熊野町農業委員会「農地等の利用の

最適化の推進に関する指針」において設定された目標値をもとに設定さ

せていただいております。（２）遊休農地の解消については、昨年度の利

用状況調査により判明した遊休農地面積の５分の１を目標値として設

定するよう定められているため、０．５ｈａのうち０．１ｈａを解消す

るとしております。次のページの（３）新規参入の促進については、過

去３年間の農地法第３条による権利移動面積の平均の１割以上が目標

値となるため、０．２ｈａを目標としております。 

２最適化活動の活動目標については、（１）の最適化活動については、農地

の耕作状況等を確認すること、農業者への声掛けや相談、総会への出席及び意

見陳述等が該当します。農業会議からは、月６回以上の活動が望ましいとされ

同様に設定しております。（２）については、強化月間は最低でも３回の設定

が必要とされているため、３回と設定しました。（３）につきましては、推進

委員の方１名以上、新規参入相談会に参加していただくことが目標とされてお

ります。いずれの目標設定についても、本町の実情とはそぐわない点もあり、

達成が困難な目標設定もあるかと思いますが、目標としては、特に利用状況調

査の活動を重点に、委員の皆様にお願いしたいと考えております。その際には、

耕作されている方をみかけたら可能な声掛けをしてもらうなどして頂けたら

と考えております。詳細については改めて説明の場を設けさせていただきま

す。以上で説明を終わります。 

議長 ありがとうございました。当案件について、何か質問はありませんか。 



議場 (全員：質問なし) 

議長 質問がないようですので、お諮りします。 

議案第１８号「令和５年度最適化活動の目標の設定等（案）について」、ご

異議はありませんか。 

議場 （全員：異議なし） 

議長 異議なしと認めます。 

よって、日程第２、議案第１８号「令和５年度最適化活動の目標の設定等（案）

について」は原案どおり承認することに決定しました。 

続いて、日程第３、議案第１９号「農地法第３条の規定による許可申請につ

いて」を議題とします。それでは、事務局から議案の説明をお願いします。 

議長 続いて、日程第３、議案第１９号「農地法第３条の規定による許可申請につ

いて」を議題とします。それでは、事務局から議案の説明をお願いします。 

事務局 議案第１９号の農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたし

ます。 

申請地は、萩原地区にある〇〇〇〇から〇〇〇〇に抜ける道にある田１筆で

ございます。現況としては、休耕状況であることを確認しました。 

譲渡人である〇〇〇〇氏は、今後も耕作予定がなかったところに、譲受人の〇

〇〇〇氏の申し出があったため所有権を移転されることになりました。〇〇〇

〇氏はこれまで、ご親族の農地で農業をされておりましたが、今後、経営規模

を拡大されたいということです。農機具も十分に保有されており、耕作には問

題ないものと思われます。また、農地もご自宅から近く、適切に管理していた

だけるものと思います。農作業の従事日数についても、申請書によると問題は

ありません。周辺農地や営農条件に支障を及ぼす恐れも無いと認められること

から、申請内容に問題は無く、許可相当であると判断しております。以上です。

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

議長 ありがとうございました。 

ただいまの説明に関連して、農地利用最適化推進委員の調査結果の報告な

らびに補足説明を求めます。世良正喜委員、お願いします。 

世良正喜委員  事務局と６月１６日に現地を確認してきました。 

 申請地は事務局の説明のとおり、萩原地区の〇〇〇〇から〇〇〇〇に抜ける



道にある田１筆で、現況は休耕の状態となっています。 

 草刈をすれば、直ぐに耕作を開始することは可能な状況には管理されていま

した。譲受人の〇〇〇〇氏はこれまでも、ご親族の農地で耕作をされており、

今後経営規模を拡大されるということで、耕作予定の無い〇〇〇〇氏の農地を

購入されることになったとのことです。〇〇〇〇氏は、農機具も十分に保有さ

れており、これまで耕作経験もあることや申請地は自宅から１００ｍほどに位

置しており適切に管理していただけるものと思います。以上のことから、許可

することについて問題ないものと判断しております。 

議長 ありがとうございました。 

当案件について、何か質問はありませんか。 

議場 (全員：質問なし) 

議長 質問がないようですので、お諮りします。 

日程第３、議案第１９号「農地法第３条の規定による許可申請について」ご

異議はありませんか。 

議場 （全員：異議なし） 

議長 異議なしと認めます。よって、 

日程第３、議案第１９号「農地法第３条の規定による許可申請について」は

原案どおり承認することに決定しました。 

続いて、日程第４、議案第２０号「農地法第３条の規定による許可申請に

ついて」を議題とします。事務局から議案の説明をお願いします。 

事務局  議案第２０号の農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたし

ます。 

申請地は、出来庭地区の〇〇〇〇の裏にある畑１筆でございます。現況とし

ては、休耕状況であることを確認しました。 

譲渡人である〇〇〇〇氏は、今後も耕作予定がなく、不動産業者を通じて売地

として譲り受け人を探しておられました。 

譲受人の〇〇〇〇氏は農業をしたいという希望があり、農地を探していたと

ころ、不動産業者から提案があり、所有権を移転されることになりました。 

〇〇〇〇氏は、これまで、農業の経験がなく、農機具も保有されておりませ

んが、今後は、本等により勉強し、必要に応じ農機具を購入されるということ

で、耕作には問題ないものと思われます。また、農地もご自宅から近く、適切



に管理していただけるものと思います。農作業の従事日数についても、申請書

によると問題はありません。周辺農地や営農条件に支障を及ぼす恐れも無いと

認められることから、申請内容に問題は無く、許可相当であると判断しており

ます。以上です。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

議長 ありがとうございました。 

ただいまの説明に関連して、農地利用最適化推進委員の調査結果の報告な

らびに補足説明を求めます。世良次生委員、お願いします。 

世良次生委員  申請地は出来庭地区で、〇〇〇〇の道路を挟んで向かいの〇〇〇〇の裏に位

置しております。 

６月１３日に事務局と現地を確認しましたが、現状は草木が生い茂っており

ました。耕作を開始するには少し手間がかかりそうな状況ではありますが、草

刈り機があれば十分に対応できると思われます。 

譲渡人の方は、不動産業者を介して売りに出されていたということで、今後、

荒廃する可能性があった中で、農地として耕作をしていきたいという方がおら

れたということは、とても良いことだと思われます。営農計画書では、農機具

等は所有していないとのことですが、今後必要に応じて農機具を購入されると

いうことですし、自宅からも車で３分弱の距離なので、適切に管理をしていた

だけると思います。この度の申請を許可することに問題はないものと思われま

す。以上です。 

議長 ありがとうございました。 

当案件について、何か質問はありませんか。 

議場 (全員：質問なし) 

議長 質問がないようですので、お諮りします。 

日程第４、議案第２０号「農地法第３条の規定による許可申請について」ご

異議はありませんか。 

議場 （全員：異議なし） 

議長 異議なしと認めます。よって、 

日程第４、議案第２０号「農地法第３条の規定による許可申請について」は

原案どおり承認することに決定しました。 

続いて、日程第５、議案第２１号「農地法第３条の規定による許可申請に



ついて」を議題とします。事務局から議案の説明をお願いします。 

事務局  議案第２１号の農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたし

ます。 

申請地は、呉地地区の〇〇〇〇を１００ｍほど下ったところにある畑１筆で

ございます。現況としては、休耕状況であることを確認しました。 

譲渡人である〇〇〇〇氏は、今後も耕作予定がなく、農地に隣接した住宅と

ともに譲り受けて頂ける方を探しておられました。 

譲受人の〇〇〇〇氏は、現在、年齢も４４歳ということで、平日は勤め先が

ある状況ではございますが、奥様と一緒に農業をしたいという希望があり、農

地を探していたところ、住宅とともに農地を購入希望されたことから、所有権

を移転されることになりました。 

〇〇〇〇氏は、これまで、農業の経験がなく、農機具も保有されておりませ

んが、今後は、本やインターネット等により勉強し、農機具についても譲受け

られる予定ということで、耕作には問題ないものと思われます。また、農地も

自宅に隣接することになるため、適切に管理していただけるものと思います。

農作業の従事日数についても、申請書によると問題はありません。周辺農地や

営農条件に支障を及ぼす恐れも無いと認められることから、申請内容に問題は

無く、許可相当であると判断しております。以上です。ご審議のほど、よろし

くお願いします。 

議長 ありがとうございました。 

ただいまの説明に関連して、農地利用最適化推進委員の調査結果の報告な

らびに補足説明を求めます。稲垣委員、お願いします。 

稲垣委員  呉地地区の農地を見に行きました。これにつきましては現状、畑として野菜

を植えられている状況で管理されておられました。その横に家がありまして、

その家を今回、〇〇〇〇さんが購入希望ということで、売りに出ていた家を買

われるということで、隣の農地を併せて買うということになり、農機具、耕運

機や草刈機については、譲受られ、耕作をしていくということです。道路に隣

接しており作業もしやすく現状も畑として管理されていることから、引き続き

問題なく農地として利用できるものと思われます。このまま農地を放置してお

くと荒廃していくので、〇〇〇〇さんが取得されるというのは良いことである

と思います。大きな問題も無いと思われますので、許可で良いと思います。 



議長 ありがとうございました。 

当案件について、何か質問はありませんか。 

議場 (全員：質問なし) 

議長 質問がないようですので、お諮りします。 

日程第５、議案第２１号「農地法第３条の規定による許可申請について」ご

異議はありませんか。 

議場 （全員：異議なし） 

議長 異議なしと認めます。 

よって、日程第５、議案第２１号「農地法第３条の規定による許可申請につ

いて」は原案どおり承認することに決定しました。 

続いて、日程第６、議案第２２号「農地法第５条の規定による許可申請につ

いて」を議題とします。事務局から議案の説明をお願いします。 

事務局  議案第２２号の農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明いたし

ます。 

申請地は、出来庭地区で〇〇〇〇を〇〇〇〇に向かって進行して、〇〇〇〇

から約４００ｍ手前に位置する田２筆でございます。当該申請地については、

昨年度実施した利用状況調査で、違反転用となっていることが判明した農地

で、今年の１月に是正通知を送付した結果、始末書とともに申請書が提出され

たものでございます。転用状況としましては、資材置き場となっております。

農地法上では、違反転用に対し、工事の中止、原状回復等の命令や罰則等の規

定もありますが、土地所有者に事情等を調査し、周辺農地や営農条件に支障を

及ぼす恐れが無く、他法令による手続きについても問題がなければ、事後承認

ということで、許可することも可能とされております。本件につきましては、

町の関係課への確認で他法令では許可案件には該当しないことや現地確認の

結果、周辺で農地等をしておられる方もなく、水路等の水の流れにも影響を及

ぼすものではないため、事後承認による許可は可能であると判断させて頂きま

した。説明は、以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

議長 本議案については、既に転用されている農地について、事後承認という形で

許可をすることになるため、農地利用最適化推進委員の調査については省略す

ることとします。 

当案件について、何か質問はありませんか。 



議場 (全員：質問なし) 

議長 質問がないようですので、お諮りします。 

日程第６、議案第２２号「農地法第５条の規定による許可申請について」ご

異議はありませんか。 

議場 （全員：異議なし） 

議長 異議なしと認めます。 

よって、日程第６、議案第２２号「農地法第５条の規定による許可申請につ

いて」は原案どおり承認することに決定しました。 

続いて、日程第７、議案第２３号「農地法第５条の規定による許可申請につ

いて」を議題とします。事務局から議案の説明をお願いします。 

事務局  議案第２３号の農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明いたし

ます。 

本件は、今年の３月２０日に審議していただきました、熊野農業振興地域整

備計画の一部変更について、広島県との本協議が終了し、計画変更手続きが完

了したため、農地法第５条の規定による許可申請が提出されたものでございま

す。申請地は、中溝地区の〇〇〇〇の南側に隣接した位置にある田７筆となり

ます。現在休耕中でございまして、今後耕作予定の無い中で、太陽光発電とし

ての利用推進の話があり、耕作放棄地として荒廃していくより、太陽光事業者

に売買して利活用を行ってもらえればと考えられ、所有権を移転されることと

なりました。転用面積は、1,980㎡で、パネル設置枚数は１５８枚となってお

ります。熊野農業振興地域整備計画の一部変更の際にもご説明をさせて頂いて

おりますが、代替地の検討については、名寄せ帳を提出いただき、その他に土

地を所有しておらず、代替え可能な土地はなく、その他、利用集積にも与える

影響は無いと認められること、また、被害防除措置計画書によると、土地造成

は行わないとされており、周囲への影響は及ぼさないとのことで許可相当と判

断しております。以上です。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

議長 当案件については、令和５年３月２０日に開催した令和５年第３回農業委員

会で既に審議し、農地利用最適化推進委員の調査結果の報告及び補足説明につ

いても説明済でありますので、農地利用最適化推進委員による説明は省略する

こととします。 

当案件について、何か質問はありませんか。 



議場 (全員：質問なし) 

議長 質問がないようですので、お諮りします。 

日程第７、議案第２３号「農地法第５条の規定による許可申請について」ご

異議はありませんか。 

議場 （全員：異議なし） 

議長 異議なしと認めます。 

よって、日程第７、議案第２３号「農地法第５条の規定による許可申請につ

いて」は原案どおり承認することに決定しました。 

続いて、日程第８、議案第２４号「農地法第５条の規定による許可申請につ

いて」を議題とします。事務局から議案の説明をお願いします。 

事務局  議案第２４号の農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明いたし

ます。 

申請地は、川角地区にある田３筆、畑１筆で、〇〇〇〇から〇〇〇〇に向か

って１００ｍほど先を右折し、１００ｍほどしたところに位置しており、現況

は休耕となっております。転用目的としましては、宅地となっており、転用面

積は、１，４２２㎡で、申請地を含め約４，２８６㎡を宅地造成し１７棟の住

宅団地となる予定です。譲渡人は、譲受人から住宅団地用地として購入したい

との申し出があり、今後、耕作を行う予定もなく、管理していくことも難しく

感じていたため所有権を移転されることとしました。その他申請書及び添付書

類に不備は無く、周辺農地や営農条件に支障を及ぼす恐れも無いと認められる

ことから、許可相当であると判断しております。現在、他法令による手続きを

進めておられ、本件とあわせて同時許可を行う予定です。説明は以上でござい

ます。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

議長 ありがとうございました。 

ただいまの説明に関連して、農地利用最適化推進委員の調査結果の報告な

らびに補足説明を求めます。稲垣委員、お願いします。 

稲垣委員  現地は、〇〇〇〇から〇〇〇〇に行く大きな道があるんですけれども、それ

をディオに向かって１００ｍくらい行ったところを右に曲がった少し下がっ

た所なんですけれども、その辺の一帯を今、話があったように〇〇〇〇さんが

宅地造成をその周辺の土地の売買とかをされておりまして、〇〇〇〇さんもそ

の流れの中で今回、〇〇〇〇さんが売買をされるということになっているよう



です。この土地は昔から耕作はされていなかったのですが、草刈はされておら

れたのですが、元の所有者のお父さんも亡くなられ、跡取りの息子さんも２、

３年前に亡くなられ、耕作される方がいなくなったことから、今回、売買契約

に至ったのだと思います。この周辺が荒れていくよりも、こうして活用する方

が近隣の方にとっても良いのではないかと思いますので、許可相当と思われま

す。以上です。 

議長 ありがとうございました。 

当案件について、何か質問はありませんか。 

議場 (全員：質問なし) 

議長 質問がないようですので、お諮りします。 

日程第８、議案第２４号「農地法第５条の規定による許可申請について」ご

異議はありませんか。 

議場 （全員：異議なし） 

議長 異議なしと認めます。よって、 

日程第８、議案第２４号「農地法第５条の規定による許可申請について」は、

原案どおり承認することに決定しました。 

議長 続いて、日程第９、報告第９号「農地法第５条第１項第６号の規定による

届出について」、事務局から報告をお願いします。 

事務局  熊野町農業委員会事務局規程第７条第２項に基づき、５月の間に専決処分し

た届出書の受理について、同規程第８条に基づき、報告します。 

 報告第９号、農地法第５条第１項第６号の規定による届出については、議案

４３ページから５２ページまでのとおり、呉地２件、城之堀１件、計３件です。 

以上が専決処分した届出書等の報告です。 

議長 ありがとうございました。 

以上で本日の日程はすべて終了しました。 

引き続き、事務局から事務連絡をお願いします。 

事務局 （事務連絡） 

議長 ありがとうございました。 

次回の農業委員会は７月１４日（金）に開催予定です。 

議案については７月６日（木）以降に事務局から送付予定です。 



以上をもちまして、令和５年第６回熊野町農業委員会を閉会します。 

 


